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Ｗｉｎｄｏｗｓ版

Ｖｅｒ . ７で追加された機能

１． 表紙フォントサイズと画面サイズがリンク

○　初期設定で見積書表紙のフォントサイズを変更したときに、フォントサイズと画面 ( グラフィック ) が　　
　　同調し画面サイズも変わります。
　　高解像度のモニタ等、使用するモニタの解像度にあわせてフォントサイズと画面サイズを変更できます。

←９ポイント

１２ポイント→

新規作成または呼び出した時の初期画面サイズはフォントサイズにより決まります。
提出先や工事名等の表示幅も画面フォントに合わせて広がります。

２． メモ欄の追加
○　二種類のメモ欄をタブで切り替えて編集可能になりました。
　　タブの名称も見積書ごとに設定できます。
　　下記のように見積書の「製作履歴」と「仕様や概要等」の２種類のメモを分けて記入できます。
　　「製作履歴」には製作者のメモ書き等を記述しておき、「仕様や概要」には見積書の表紙に印刷するような
　　内容を記述し見積書に印字する、等の使い分けができます。
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３． 明細の金額計算に 「％」 計算が可能
○　明細の金額計算時に、単位に「%」を使用したとき、金額 = 数量 × 単価 ÷ １００の「%」(1/100)
で計算します。
　　

例 : 労務費の１５．５９１％を「法定福利費」として計算し、明細に計上する。
　数量　１５．５９１　　単位「%」　　　単価１, ０５８, ０００( 労務費合計 )
　　　　　　　　　　　　　　↓
　金額 = 単価×数量 % ( 数量×単価÷１００)　 15.591×1,058,000÷100=164,953

単位に「%」を入力したときに金額を % 計算するかどうかは、見積書単位に設定できます。
( デフォルト値は初期設定に設定しておけます )

４． 品名マスターに数量が登録可能
○　材料・経費等をあらかじめ登録しておく品名マスターに、「数量」の登録が可能になりました。
　　品名マスターより明細に呼出した時、「数量」の登録があればその数値も単価・原価等と同様に呼び出され
　　ます。

見積書の明細に呼び出される数量は、「見積数」・「原価数」共通 ( 同じ値 ) です。
品名マスターの数量は「オートマスター登録」使用時には自動登録されません。
初期設定で、単位が「式」の時数量「1」を自動入力に設定されているときは、品名マスターの数量
を無視して、従来どおり数量は「1」が入力されます。
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５． 自動計算式の設定に内訳明細内の金額算出
○　従来のバージョンでは、自動計算式を使用した明細はその行より上位の行（計算対象の行）に工事項目の
　　行が含まれていた場合、工事項目の行（工事項目の内訳明細）は計算対象外でした。
　　Ver.7 の計算式の設定では、明細の計算式の行より上位の行の中に工事項目の行が含まれていたとき、その
　　工事項目の内訳明細も計算対象にすることが可能です。

例 : 工事項目明細ページにそれぞれの項目の内訳の労務費を集計した計算式の行を使って、
法定福利費を自動計算させる。

明細の「法定福利費」の単価は自動計算式で上位の明細の労務費の合計を算
出させています。(90502 の法定福利費に自動計算式が設定されている )
実際の労務費金額はそれぞれの工事項目の中の内訳に入力されています。

○　自動計算式の設定で、「工事項目内の内訳を含む」の設定にするときには、オートモードの設定を「3. 自動
　　計算」にはできません、「1. 再計算しない」または「2. 再計算する」のどちらかの設定になります。
　　「１. 再計算しない」は、明細にコードを入力して呼び出した時のみ単価を計算式で計算しますが、それ以
　　降は対象の金額等が変わっても「再計算」処理を行っても一切計算しなおしません。
　　「２．再計算する」は、明細にコードを入力して呼び出した時と、「再計算」処理を実行したときのみ単価
　　を計算しなおします。
　　「３．自動計算」は、一度入力された計算式の行の単価は、その対象の行の金額が変更された時、または行
　　が追加・削除されるとその都度自動で計算しなおしますが、計算対象を「工事項目内の内訳を含む」とし
　　た時には指定できません。

○　自動計算式の範囲指定に新たに「4. 労務費」が指定できます。
　　「法定福利費」の自動計算式のように、労務費を対象とした計算式を使用するときには便利です。

○　設定できる「計算式」の文字数が最大２６文字から３６文字に拡張されました。
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６． 経費の分類を追加可能
○　見積エースの経費の分類に、ユーザー設定を４つに追加しました。( 従来の追加設定は 2 つ )
　　設定の文字数も従来の最大３文字から６文字に変更。

７． 材料費計 ・ 経費の分類別の金額を印刷可能
○　見積書の印刷レイアウト設定で、表紙に見積金額だけではなくその内訳の金額、材料費・労務費・経費等
　　の金額が配置・印刷可能
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８． 見積書印刷字に自動文字縮小オプション追加
○　見積書の印刷字に、入力されている文字数が多くて、品名や工事名等　印刷レイアウトの枠内に収まらな
　　い時に、オプションを設定することで収まらない文字のみを縮小して印刷します。

例 : 見積書の印刷プレビューを確認時に、下記のように枠内に収まらない箇所があった場合

印刷オプションに追加された、「フォントサイズを調整する」オプションにチェックし、再
び印刷プレビューで確認すると、収まらなかった箇所のフォントサイズが縮小されています。

収まらない文字数によってフォント
サイズが自動で縮小されます。
収まらない文字数が多くなりすぎる
とフォントも小さくなりすぎるので
印刷前に必ずプレビューで確認する
必要があります。

レポートエディタで直接文字を配置
している箇所は対称になりません。

フォントが縮小され
枠内に収まります

枠内に収まらない箇所 !
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９． 材料集計表の表示パターン追加
○　材料集計表の表示パターンを従来の「明細表示」・「品種表示」に加えて「品種大分類表示」を追加

品種の大分類「電線・ケーブル」
と小分類「IV」「VVF」の両方表
示する

品種の大分類のみを表示する

１０． 材料集計表より品名の修正が可能
○　材料集計表の画面で特定の明細の単価・原価の修正を行うと、明細上の同一材料の単価・原価もすべて　
　　同時に修正されますが、同様に品名も修正可能になりました。

品名の文字も修正可能

単価または原価のみ修正した時には、品名は修正されません。

修正したい明細を選ぶとき、直接画面の明細をダブルクリックして選択できるようになりました。
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１１． 表紙画面の追加機能
○　条件名変更ボタンを追加

表紙の下に条件名 (「工事名」・「工事場所」・「有効期限」・「備考」等 ) の名称を変更するボタンを追加し
ました。

○　金額計算設定と % 機能の設定ボタンを追加
明細金額計算時の端数処理 ( 切捨て・切り上げ・四捨五入 ) の設定と、単位「%」を使ったときのパーセ
ント計算の有効・無効の設定を行う「計算設定」ボタンを追加。
これらの設定は見積書単位に設定・変更できます。( デフォルトは初期設定で設定 )

○　設定されている消費税率と違う税率の見積書を呼び出したときにはメッセージを表示
たとえば、過去に作った見積書を呼び出したときに、その見積書の諸費税率が現在の税率と違っていた
とき、下記のメッセージを表示します。

○　見積書の印刷表題が「１. 見積書」「２．請求書」でも印刷する表題「御見積書」・「御請求書」の文字が
　　見積書単位に変更可能。
　　新規作成時のデフォルト値は初期設定に設定可能。
　　「3. その他」の時の印刷文字も初期設定に登録できるようになりました。
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１２． 明細入力画面の追加機能
○　数量入力時に範囲機能の追加

数量入力時に、すでに入力されている明細（同一画面）の範囲を指定して、対象範囲の行の数量を集計
できます。

たとえば塗装費を計算する時、使用した管の合計メータ数に、1m 辺りの塗装単価をかけて算出するとき
等。

数量計算時に、指定した範囲内の特定の単位を指定して計算する行を絞り込むことができます。
たとえば単位を「m」と指定すれば、範囲に単位が「m」以外の付属品等の行は除くことができます。

○　「見積書」メニューの「範囲処理」に品名の置き換え機能追加
○　「備考 2」の入力時にも「備考」入力時と同じ「備考マスター」をコードガイドより参照し入力できます。
○　明細に材料毎の人工数（見積数×歩掛・原価数 × 歩掛）を表示可能
○　工事項目行の「歩掛」欄に内訳明細の人工数の合計を表示
○　行を指定して、マウスの右クリックメニューに「行挿入」を追加

○　入力された明細の「品名検索」機能追加
「見積書」メニューと、明細行の上でマウスの右クリックメニューに「品名検索」機能を追加。

品名欄に入力した検索文字が
含まれる明細を順に探して表
示します。
工事項目の内訳を含めて検索
することができます。

「次を検索」ボタンで順に検
索できます。

○　明細行の単価入力時の「範囲×％」処理画面で、範囲を指定するときに「上の行」「全行」の範囲選択　
　ボタンを追加。



見積エースＶｅｒ . ７　バージョンアップ内容

9

2017 月 11 月現在

          ■開発元　有限会社アクセスソフトウェア　　　

　　　　　　　　　　　　            サポートセンター

　TEL （076） 291-9040　FAX （076） 291-9098

　                   URL　  http://www.access-soft.co.jp/

１４． その他の追加項目

１３． 「一覧で開く」 画面に提出先名による検索追加
○　「一覧で開く」画面に「工事名検索」と同様「提出先検索」を追加。
　　提出先の検索は、表紙で入力した「提出先上」・「提出先下」の２項目から同じ文字列を含む見積書を　
　　絞り込み表示します。

○　一覧で開く画面の「表示設定」画面に日付クリアボタンを追加
○　一覧で開く画面の表示項目の幅を「幅を初期値に」戻すボタンを追加
○　「一覧で開く」の 1 回の読込み件数を初期設定で設定可能、設定された件数を読み込むと一旦表示します。

○　見積書の印刷レイアウトに「消費税率」を配置可能に
○　原価明細表のレイアウトに「消費税額」・「税込金額」・「消費税率」の消費税関係の金額を追加
　　( 従来の原価明細表の合計金額はすべて税抜き金額 )
○　材料ガイドの明細表示に「定価」を追加
○　印刷時に選んだレポートファイル名は、保存時に記憶されるレポートファイル文字数を３２バイトから　
　倍の６４バイトに変更。同様に初期設定のレポートファイルの登録名も６４バイトに変更。
○　品名マスターの分類登録時の分類の名称を最大３０文字から５０文字に変更
○　初期設定の「保存時のファイル名の初期値」の設定に、「日付」と「使用しない」を追加
　　「日付」は、ファイル名に「20170930」の西暦文字が入ります。
　　「使用しないは」一般的な Windows の仕様と同様に、「名前をつけて保存」時に元のファイル名が表示　
　されます
○　保存時のダイアログを「呼び出し」時のダイアログと同様にサイズ可変 Window に変更
○　「品名マスター管理」画面の品名マスターの名称を全角１０文字から１６文字に変更
○　見積書印刷で、数量１の時の単価を印刷しない設定の時、原価数は無視して見積数が 1 かどうかで判断す
　　るように変更
○　品名マスターに数量が登録できるようになったので、その数量をセット品番の数量に使用するか従来道理
　　セット数を別に登録するかの区分が追加されました


